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はじめに 

Grapevine red globe virus（GRGV）は、2000 年、イタリア南部においてヨーロッパブ

ドウ（品種：レッドグローブ）から初めて報告された球形ウイルスである（Beuve et al., 

2015; Martelli et al., 2002; Sabanadzovic et al., 2000）。その後、ギリシャ、フランス及び

アメリカ合衆国等においても報告されているが、GRGV による特異的な症状は確認されて

いない（Beuve et al., 2015; Martelli et al., 2015; Pantaleo et al., 2010）。 

日本においては、現在 GRGV は、「まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれが

ないことが確認されていない有害植物」であり、輸入検査で発見された場合、廃棄又は返

送となる（農林省, 1950a, b; 農林水産省, 2011）。また、GRGV の感染記録のある植物とし

て知られているブドウ属の苗木及び穂木については、国が定める隔離施設で１年間の隔離

検疫を行う必要がある（農林省, 1950a, 1968）。 

他方、GRGV は日本国内において検出報告があることから、GRGV に対するリスク評価

を実施し、植物検疫上の位置づけを明らかにするとともに、適切なリスク管理措置を検討

するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 

 

Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 

１．学名及び分類 

（１）学名（EPPO, 2023; ICTV, 2023） 

grapevine red globe virus（GRGV） 

 

（２）英名、和名等（ICTV, 2023、日本植物病理学会, 2024） 

英名：grapevine red globe virus 

和名：ブドウレッドグローブウイルス 

 

（３）分類 （ICTV,2023） 

種類：ウイルス 

科：Tymoviridae 

属：Maculavirus （国際ウイルス分類委員会（ICTV）においては、本属に属する

可能性があるが、種として承認されていないその他の関連ウイルスとされてい

る。） 

 

※ GRGV は Maculavirus vitis（grapevine fleck virus（GFkV））と近縁で、

Marafivirus asteroides（grapevine asteroid mosaic associated virus

（GAMaV））、grapevine rupestris vein feathering virus（GRVFV）及び

Marafivirus syrahense（grapevine Syrah virus 1（GSyV-1））と形態的、物理化

学的及び分子生物学的特性が類似し、進化的に関連があるウイルスとされている

（Sabanadzovic et al., 2017）。 

 

（４）シノニム 

情報なし。 

 

（５）系統等 

情報なし。 
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２．地理的分布 

（１）発生記録のある国又は地域（詳細は別紙１を参照） 

アジア：中華人民共和国、日本（※） 

中東：イラン 

欧州：アルバニア、イタリア、英国、ギリシャ、クロアチア、スイス、スペイン、ス

ロベニア、ドイツ、ハンガリー、フランス、ポルトガル、ロシア  

北米：アメリカ合衆国 

中南米：ブラジル 

大洋州：オーストラリア 

 

※ 日本国内で流通しているブドウ苗木（ヤマ・ソービニオン品種）から検出され

たウイルス株について、全ゲノム配列が決定され、既報の GRGV 分離株との間に

おいて外皮たんぱく質のアミノ酸配列同一性が Maculavirus 属における種の分類

基準を満たさないものがあったものの、ゲノム配列の同一性は供試した分離株の

全てにおいて当該基準を満たすことから、GRGV であることが強く示された

（Yamamoto et al., 2022; 山本ら, 2023）。 

          

（２）生物地理区 

GRGV は旧北区、新北区、新熱帯区及びオーストラリア区の４区に分布する。 

 

３．感染記録のある植物及び国内分布 

（１）感染記録のある植物（詳細は別紙２を参照） 

ブドウ科：ブドウ属（Vitis spp.） 

 

（２）感染記録のある植物の日本国内における分布及び栽培状況 

GRGV の感染記録があるブドウは 47 都道府県で栽培されている。 

 

４．感染部位及びその症状 

欧州及びアメリカ系統のブドウ属は GRGV に感染しても、症状を示さないことが知ら

れている（Martelli et al., 2002; Sabanadzovic et al., 2017）。中華人民共和国において台

木として利用されている Beta 品種に退緑小斑点を生じていたサンプルから GRGV が検

出されているが grapevine Pino gris virus も同時に検出されており、GRGV 単独の感染に

よる影響は確認されていない（Fan et al., 2016）。また、ドイツにおいてピノ・グリ品種

の葉に斑紋及び小斑点を生じたサンプルからGRGVが検出されたが2種ウイルス（arabis 

mosaic virus 及び grapevine rupestris stem pitting-associated virus）及び 2 種ウイロイド

（grapevine yellow speckle viroid-1 及び hop stunt viroid）も同時に検出されており、

GRGV 単独感染による症状は報告されていない（Ruiz-Garcia et al., 2018）。 

  

５．移動分散方法 

（１）自然分散 

GRGV のベクターによる伝搬は知られておらず（Beuve et al., 2015）、GRGV の自

然分散のメカニズムは不明とされている（Sabanadzovic et al., 2017）。 
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（２）人為分散 

GRGV は、苗の増殖や接ぎ木により伝搬する。また、汁液及び種子による伝搬は確

認されていない（Martelli et al., 2002; Beuve et al., 2015）。 

 

６．生態 

（１）中間宿主及びその必要性 

情報なし。 

 

（２）伝染環 

情報なし。 

 

（３）植物残渣での生存 

情報なし。 

 

（４）耐久生存態 

情報なし。 

 

７．媒介性又は被媒介性 

ベクターによる伝搬は知られていない。  

 

８．被害の程度 

ほとんどの栽培用ブドウ品種に対して特異的な症状を示さず、ブドウの生産への影響

はないことが報告されており、GRGV 単独の感染による明確な被害は確認されていない

（Beuve et al., 2015; Cretazzo and Velasco, 2017; Fan et al., 2016; Martelli et al., 2002; 

Ruiz-Garcia et al., 2018; Sabanadzovic et al., 2017）。GRGV は、他のウイルスと複合感

染する植物から検出されている（Beuve et al., 2015; Fan et al., 2016; Ruiz-Garcia et al., 

2018）。 

 

９．防除 

Grapevine fleck complex（※）の病原ウイルスの一種である GFkV は、熱処理＋茎頂

培養法により無毒化できるとされ（Martelli et al., 2015）、熱処理は、昼間 40℃・夜間

35℃（各 12 時間）の条件で４週間以上処理することで無毒化可能である（田中, 1998）。

そのため、熱処理＋茎頂培養法が Grapevine fleck complex に関与する他のウイルスにつ

いても有効である可能性がある（Martelli, 2014）。GRGV は fleck complex の症状は引き

起こさないものの、便宜的に Grapevine fleck complex に関与するウイルスの中に含まれ

ているが、これらに対して実施していることと同様に PCR 法により検定し、ウイルスフ

リーのものを増殖に使用すべきであるとされている（Martelli et al., 2015）。 

 

※ Grapevine fleck complex は grapevine fleck 病、grapevine asteroid mosaic 病、

grapevine rupestris necrosis 病、grapevine rupestris vein feathering 病及び grapevine 

red globe virus に感染した病害の総称である。 
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１０．診断、検出及び同定 

GRGV は、特徴的な症状を現さないため、指標植物への接種による検出はできない

（Martelli et al., 2002; Martelli, 2014; Sabanadzovic et al., 2017）が、GRGV に特異的な

プライマーを用いた RT-PCR 法による検出（Martelli et al., 2015; Ruiz-Garcia et al., 2018; 

Sabanadzovic et al., 2000）及び塩基配列解析による検出（Dixon, 2020; Ruiz-Garcia et 

al., 2018）が可能である。 

 

１１．日本における輸入検疫措置 

GRGV は、「まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがないことが確認さ

れていない有害植物」であり、輸入検疫で発見された場合、廃棄又は返送となる（農林省, 

1950a, b; 農林水産省, 2011）。 

ブドウ属の苗木及び穂木については、国が定める隔離施設で１年間栽培して症状の観

察や検定を行う隔離検疫を行う必要がある（農林省, 1950a, 1968）。なお、GRGV につ

いては、立毛期間中に単独での症状は現れないため、RT-PCR 法による検定を行ってい

る。 

 

１２．諸外国における輸入検疫措置等 

GRGV を対象に輸入禁止等の措置を要求している国の情報は確認できなかった。 

なお、ヨルダンでは、GRGV を検疫対象ウイルスに指定している（IPPC, 2013）。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 

第１ 開始（ステージ１） 

１．開始 

Grapevine red globe virus（GRGV）に対するリスク評価を行い、植物検疫上の位置付

けを明らかにするとともに、適切なリスク管理措置を検討するため、病害虫リスクアナ

リシスを実施する。 

 

２．対象となる有害動植物 

Grapevine red globe virus（GRGV）を対象とする。 

 

３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地

域」からの「３．感染記録のある植物及び日本国内での分布」に示す「感染記録のある植

物」であって、「４．感染部位及びその症状」に示す「感染部位」を含む植物を対象とす

る。 

 

４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 

 

５．開始の結論 

GRGV を開始点とし、その発生記録のある地域から輸入される植物を経路とした日本

全域を対象とする病害虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 

１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、

定着及びまん延の潜在性並びに経済的影響を及ぼす潜在性について調査し、植物検疫措

置に関する国際基準 No.11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシス」（FAO, 

2017）に記載する検疫有害動植物の判断基準を満たしているかどうかを検討する。なお、

以下の（１）から（３）の評価項目において、検疫有害動植物の判断基準を満たしていな

いことが判明した時点で評価を中止できるものとする。 

 

（１）有害動植物の国内での発生の有無 

国内で流通しているブドウ苗木から GRGV が検出されたとの報告がある

（Yamamoto et al., 2022; 山本ら, 2023）が、国内で発生しているとの情報はない。 

 

（２）定着及びまん延の潜在性 

GRGV の感染記録があるブドウ属は 47 都道府県で栽培されていることから、GRGV

が国内にまん延する潜在性があると判断する。 

 

（３）経済的影響を及ぼす潜在性 

GRGV は、他のウイルスと複合感染している植物から検出された事例が多いが、ほ

とんどのブドウ品種に対して感染しても症状を示さないことが知られている。発生国

において、単独・複合感染のいずれの場合も樹勢の低下、収量への影響等の明確な被

害に GRGV が関与したとの報告はない。 

よって、我が国においても経済的影響は無視できると判断する。 

 

（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 

 

（５）有害動植物の類別の結論 

GRGV は、国内流通するブドウ苗木での検出報告があるが、国内に発生している

とする情報はない。しかし、発生国において、GRGV は樹勢の低下、収量の低下等

の被害の報告がないことから、我が国においても GRGV が及ぼす経済的影響は無視

できると考えられる。 

したがって、GRGV に対するリスクアナリシスを中止する。 

 
 

２．Grapevine red globe virus の病害虫リスク評価の結論 

GRGV は、経済的影響を無視できることから検疫有害動植物に該当しないと結論づけ

た。 

よって、GRGV に対する輸入植物検疫措置も必要としないと判断した。 
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別紙１ 

 

Grapevine red globe virus の発生記録のある国等の情報 

 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    

中華人民共和国 発生 Fan et al., 2016  

日本 － Yamamoto et al.,2022; 山本ら, 2023 国内で流通す

るブドウ苗木

からの検出記

録のみ 

中東    

イラン 発生 EPPO, 2023; Zarghani et al., 2021  

欧州    

アルバニア 発生 Sabanadzovic et al., 2017  

イタリア 発生 Martelli et al., 2015; Sabanadzovic et 
al., 2000 

 

英国 発生 Dixon et al., 2022; EPPO, 2023  

ギリシャ 発生 Pantaleo et al., 2010; Sabanadzovic et 
al., 2017 

 

クロアチア 発生 Vončina et al., 2017  

スイス 発生 Reynard, 2015  

スペイン 発生 Cretazzo et al., 2016  

スロベニア 発生 EPPO, 2023; Miljanić et al.,2022  

ドイツ 発生 Ruiz-Garcia et al.,2018  

ハンガリー 発生 Czotter et al., 2018; EPPO, 2023   

フランス 発生 Beuve et al., 2015  

ポルトガル 発生 Candresse et al., 2022; EPPO, 2023  

ロシア 発生 EPPO, 2023; Shvets et al., 2022  

北米    

アメリカ合衆国 発生 Martelli et al., 2015  

中南米    

ブラジル 発生 Basso et al., 2017  

大洋州    

オーストラリア 発生 EPPO, 2023; Wu et al., 2023  
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別紙２ 

 

Grapevine red globe virus の感染記録のある植物の情報 

 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 

ブドウ科
(Vitaceae) 

Vitis spp.  ブドウ属   Martelli et al., 2002, 
2014 

 

ブドウ科
(Vitaceae) 

Vitis flexuosa  ブドウ属 サンカクヅル  EPPO, 2023  

ブドウ科
(Vitaceae) 

Vitis vinifera  ブドウ属 ヨーロッパブ

ドウ 

grape EPPO, 2023   
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